
種目【 保健 】（１／３） 

調査の方法 ２ 東書 ４ 大日本 

１－（１） 
・「知識及び技能」の
習得のための内容 

・「思考力、判断力、
表現力等」の育成
のための内容 

・「学びに向かう力、
人間性等」の涵養
のための内容 

■「知識及び技能」                 
「心の健康」 ２不安やなやみについての内容  

５年 Ｐ１３～Ｐ１９ 

ページ数 対処例 実習 相談窓口 

７ ６ ２ ６ 
 
■「思考力、判断力、表現力等」 
・「ステップ３」では、学習したことを基にした自分の考
えを、仲間と伝え合う活動が設定されている。 

【例】５・６年 Ｐ３３ 
・「犯罪被害の防止」では、犯罪被害が起こりやすい状況
とその理由を考えた上で、絵を見比べながら、犯罪から
身を守るための方法について、自分の考えを仲間と交
流する活動が位置付けられている。 

 
■「学びに向かう力、人間性等」 
アスリート・社会に生きる人の話 

【例】５・６年 Ｐ１２ 
・卓球選手や水泳選手のルーティーンを紹介し、緊張の 
コントロール方法について記載されている。 

３・４年 ５・６年 合計 

１ ２ ３ 

■「知識及び技能」 
「心の健康」 ２不安やなやみがあるとき 
               ５年 Ｐ１４～Ｐ１８ 

ページ数 対処例 実習 相談窓口 

５ ５ ３ ２ 
 
■「思考力、判断力、表現力等」 
・「考えよう」では、学習したことを基に、自分の生活に
当てはめたり考えたりする活動が設定されている。 

【例】５・６年 Ｐ２３ 
・「けがや事故の原因」では、４つのイラストにおける事
故の原因について仲間と交流したことを基に、原因を
さらに「人の行動」と「周りの環境」に分け、整理して
まとめる活動が位置付けられている。 

 
■「学びに向かう力、人間性等」 
アスリート・社会に生きる人の話 

【例】５・６年 Ｐ７ 
・野球選手の生き方を紹介し、夢を実現するために目標 
を決めて努力する大切さについて記載されている。 

３・４年 ５・６年 合計 

１ １ ２ 

１－（２） 
・保健学習内容の系
統性 

■マーク等での系統性の明記箇所 

体育「体ほぐしの運動」明記あり 

 ３・４年 ５・６年 合計 

領域内での系統 ４ ６ １０ 
体育との系統 ０ １ １ 
他教科との系統 １８ ３０ ４８ 

■マーク等での系統性の明記箇所 

実習「体ほぐしの運動」明記あり 

 ３・４年 ５・６年 合計 

領域内での系統 ７ １０ １７ 
体育との系統 ０ １ １ 
他教科との系統 ７ ４ １１ 

１－（３） 
・主体的・対話的で深
い学びの視点から
の授業改善の工夫 

・主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、学習過程を
４つのまとまりに分けて構成している。 

【例】３・４年 Ｐ１７ 
・「体のせいけつとけんこう」では、導入で実生活の身近
な場面を提示して、子どもたち自身が課題に気付くこ
とができる構成になっている。 

・主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、学習過程を
４つのまとまりに分けて構成している。 

【例】３・４年 Ｐ８～９ 
・「けんこうな生活」では、単元の始めに絵から人物を探
す「学習ゲーム」を取り入れた学習活動を仕組んでい
る。 

２－（１） 
・健康や安全を守る
地域の活動につい
ての特徴 

・「病気の予防」のＰ７３～７７では、健康を守る学校や
地域の活動について、多様な職業や取組をイラストや
写真などで紹介している。 
【３５種類】 

・「病気の予防」のＰ６０～６１では、健康を守る学校や
地域の活動について、多様な職業や取組をイラストや
写真などで紹介している。 
【２２種類】 

２－（２） 
・ＩＣＴを活用した
学習内容とその分
量 

・動画、シミュレーション、ワークシートなど、デジタル
コンテンツが用意されている。 

■二次元コード数 

３年 ４年 ５年 ６年 合計 

１３ １６ ３４ ３０ ９３ 
 

・動画、シミュレーション、ワークシートなどの二次元コ
ードやウェブリンクが用意されている。 

■二次元コード数 

３年 ４年 ５年 ６年 合計 

６ ７ １４ １２ ３９ 
 

２－（３） 
・人権や福祉に配慮
された工夫等 

・「資料」では、これまで学習してきた内容とつなげた読
み物や、地域との関わりを掲載している。 

【例】５・６年 Ｐ１８～１９ 
・パラリンピック選手の生き方を取り上げ、自己の生活や
生き方につなげていけるような資料を紹介している。 

・「もっと知りたい！」では、これまでに学習してきた内
容とつなげた読み物や、実習などを掲載している。 

【例】５・６年 Ｐ１６～１８ 
・児童の日常のできごとと関連した不安や悩みをＱ＆Ａ
方式で紹介している。 

３－（１） 
・教科書のページ数、
厚み、重量 
 

■内容別のページ数（総ページ数：１１４） 

３年 けんこうな生活 ２０ 

４年 体の成長とわたし ２０ 

５年 
心の健康 １６ 

けがの防止 ２４ 

６年 病気の予防 ３４ 

・重量 ３・４年 １５１ｇ  ５・６年 ２３７ｇ 
・厚さ ３・４年  ３mm    ５・６年 ４.５mm 

■内容別のページ数（総ページ数：９２） 

３年 けんこうな生活 １６ 

４年 体の発育・発達 １８ 

５年 
心の健康 １２ 

けがの防止 ２０ 

６年 病気の予防 ２６ 

・重量 ３・４年 １８６ｇ  ５・６年 ２６７ｇ 
・厚さ ３・４年  ３mm    ５・６年 ４mm 

３－（２） 
・児童が読みやすい
文字、配色、レイア
ウト等の配慮 

・各章の中のキーワードを太字で示している。 
・本文はユニバーサルデザインフォントを使用し、文節の
切れ目で改行している。 

・行間と上下の余白を大きくとっている。 

・余白と行間を狭くすることで、本文の文字の大きさを大
きめにしている。 

・発達段階に応じて、文字の大きさを変えている。 
・本文はユニバーサルデザインフォントを使用している。 

３－（３） 
・教科書の大きさや
巻頭、目次、巻末 

・目次にウェブコンテンツ（アドレス・二次元コード）の
記載がある。 

・巻頭には、保健において今後の自分の目標の記入、学習
の進め方の図解、教科書の使い方について、２．５ペー
ジ記載されている。 

・目次にウェブコンテンツ（アドレス・二次元コード）の
記載がある。 

・巻頭には、保健の学習の意義、スポーツ選手のインタビ
ュー、教科書の使い方と１時間の学習の流れについて、
３ページ記載がある。 

 
 
 



種目【 保健 】（２／３） 

調査の方法 ５０ 大修館 ２０７ 文教社 

１－（１） 
・「知識及び技能」の
習得のための内容 

・「思考力、判断力、
表現力等」の育成
のための内容 

・「学びに向かう力、
人間性等」の涵養
のための内容 

■「知識及び技能」 
「心の健康」 ３・４不安やなやみへの対処①②  

５年 Ｐ１６～Ｐ２１ 

ページ数 対処例 実習 相談窓口 

６ ５ ２ ３ 
 
■「思考力、判断力、表現力等」 
・「考えよう」では、学習したことを基に、自分の考えを
書いたり整理したりする活動が設定されている。 

【例】５・６年 Ｐ３５ 
・「犯罪被害の防止」では、２つの公園のイラストが示す
環境や様子を、学習したことを基に比較することで、犯
罪被害に合いやすいと思われる原因を捉え、自分なりの
考えをまとめる活動が位置付けられている。 

 
■「学びに向かう力、人間性等」 
アスリート・社会に生きる人の話 

【例】５・６年 Ｐ６１ 
・白血病に罹患したサッカー選手による、がんの早期発見
の重要性について記載されている。 

３・４年 ５・６年 合計 

２ ５ ７ 

■「知識及び技能」 
「心の健康」 ３・４不安やなやみへの対処①②  

５年 Ｐ１２～Ｐ１９ 

ページ数 対処例 実習 相談窓口 

８ １１ ２ ０ 
 
■「思考力、判断力、表現力等」 
・「もっと考えよう課」では、学習したことを基に、さら
に深く考えるための発展的な活動が設定されている。 

【例】５・６年 Ｐ３７ 
・「地域での安全」では、ＳＮＳのトラブルについて、個
人情報が公開された原因や問題点を考え、仲間と交流す
るとともに、ＳＮＳの使い方について大切にすべき内容
を理解する活動が位置付けられている。 

 
■「学びに向かう力、人間性等」 
アスリート・社会に生きる人の話 

【例】５・６年 Ｐ１７ 
・卓球選手によるけがの予防対策や、自己の体との向き合
い方について記載されている。 

３・４年 ５・６年 合計 

０ ３ ３ 

１－（２） 
・保健学習内容の系
統性 

■マーク等での系統性の明記箇所 

「体育の窓」の項目あり 

 ３・４年 ５・６年 合計 

領域内での系統 ７ ４ １１ 
体育との系統 ２ ５ ７ 
他教科との系統 １４ １２ ２６ 

■マーク等での系統性の明記箇所 

「体ほぐしの運動」明記あり 

 ３・４年 ５・６年 合計 

領域内での系統 ２ ３ ５ 
体育との系統 ０ １ １ 
他教科との系統 ０ ０ ０ 

１－（３） 
・主体的・対話的で深
い学びの視点から
の授業改善の工夫 

・主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、学習過程を
３つのまとまりに分けて構成している。 

【例】３・４年 Ｐ１８～１９ 
・「体のせいけつとけんこう」では、身の回りを清潔にす
る大切さを、「調べよう」「考えよう」の２つの活動を通
して学習する構成になっている。 

・主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、学習過程を
３つのまとまりに分けて構成している。 

【例】３・４年 Ｐ１３ 
・「けんこうと体のせいけつ」では、身の回りを清潔にす
ることの大切を学んだ後に、これからの自分を考えて
「もう一歩先の自分へ」に記入する構成になっている。 

２－（１） 
・健康や安全を守る
地域の活動につい
ての特徴 

・「病気の予防」のＰ７０～７１では、健康を守る学校や
地域の活動について、多様な職業や取組をイラストや写
真などで紹介している。 
【１７種類】 

・「病気の予防」のＰ７８～８０では、健康を守る学校や
地域の活動について、多様な職業や取組をイラストで紹
介している。 
【１９種類】 

２－（２） 
・ＩＣＴを活用した
学習内容とその分
量 

・動画、シミュレーション、実験、ウェブサイトなど、デ
ジタルコンテンツが用意されている。 

■二次元コード数 

３年 ４年 ５年 ６年 合計 

９ １２ ２０ ２０ ６１ 
 

・動画を中心に、デジタルコンテンツが用意されている。 
 
■二次元コード数 

３年 ４年 ５年 ６年 合計 

２ ４ １４ ９ ２９ 
 

２－（３） 
・人権や福祉に配慮
された工夫等 

・「資料」では、各時間の学習項目で扱わなかった内容も
含め、学習を広げ深める内容を掲載している。 

【例】５・６年 Ｐ１４～１５ 
・よりよい関係を築く言葉やその言葉を使う具体的場面
を紹介している。 

・「もっと考えよう課」では、既習内容とつなげた読み物
や、今後の自分の課題について書く場を掲載している。 

【例】５・６年 Ｐ１８ 
・他者理解の必要性や大切さに関する資料を紹介してい
る。 

３－（１） 
・教科書のページ数、
厚み、重量 
 

■内容別のページ数（総ページ数：１０６） 

３年 けんこうな生活 １６ 

４年 体の成長 ２４ 

５年 
心の健康 １６ 

けがの防止 ２２ 

６年 病気の予防 ２８ 

・重量 ３・４年 １５６ｇ  ５・６年 ２１７ｇ 
・厚さ ３・４年  ３mm    ５・６年 ４mm 

■内容別のページ数（総ページ数：１１７） 

３年 毎日の生活とけんこう １８ 

４年 体の発育・発達 １８ 

５年 
心の健康 １８ 

けがの防止 ２６ 

６年 病気の予防 ３７ 

・重量 ３・４年 １３４ｇ  ５・６年 １９５ｇ 
・厚さ ３・４年  ２.５mm   ５・６年 ５mm 

３－（２） 
・児童が読みやすい
文字、配色、レイア
ウト等の配慮 

・各章の中のキーワードを太字で示している。 
・児童が記入する箇所は色を変えて明示している。 
・様々な色覚の特性に対応できる配色になっている。 
・文節や単語が行をまたがないように改行されている。 

・該当学年までに配当された漢字を使用し、分かりにくい
箇所はルビ表記している。 

・本文はユニバーサルデザインフォントを使用し、文中の
キーワードを太字で示している。 

３－（３） 
・教科書の大きさや
巻頭、目次、巻末 

・巻頭及び目次にウェブコンテンツ（アドレス・二次元コ
ード）の記載がある。 

・巻頭には、保健を学ぶ意義、保健の授業の学び方、タブ
レット学習の仕方の説明などについて、６ページ記載が
ある。 

・巻頭２ページに、目次と各章で使用されているマークの
説明が記載されている。 

・巻末には、ラグビー選手のインタビューが１ページ記載
されている。 

 

 
 
 



種目【 保健 】（３／３） 

調査の方法 ２０８ 光文 ２２４ 学研 

１－（１） 
・「知識及び技能」の
習得のための内容 

・「思考力、判断力、
表現力等」の育成
のための内容 

・「学びに向かう力、
人間性等」の涵養
のための内容 

■「知識及び技能」 
「心の健康」 ３不安やなやみなどへの対処  

５年 Ｐ１４～Ｐ１９ 

ページ数 対処例 実習 相談窓口 

６ ７ ２ ３ 
 
■「思考力、判断力、表現力等」 
・「考えよう」では、学習したことを基に、自分の考えを書
いたり、生活と比べたりする活動が設定されている。 

【例】３・４年 Ｐ３２ 
・「思春期の体の変化②」では、思春期に起きる心の変化が
引き起こす４つの例について考えたり振り返ったりし、
「学んだことを生かそう」として、２つの悩みに対して
のアドバイスを考える活動が位置付けられている。 

 
■「学びに向かう力、人間性等」 
アスリート・社会に生きる人の話 

【例】５・６年 Ｐ１７ 
・バレーボール選手のつまずきへの対処を紹介し、運動と
休養のバランスの重要性について記載されている。 

３・４年 ５・６年 合計 

３ ５ ８ 

■「知識及び技能」 
「心の健康」 ３不安やなやみへの対処  

５年 Ｐ１６～Ｐ２３ 

ページ数 対処例 実習 相談窓口 

８ ７ ３ ９ 
 
■「思考力、判断力、表現力等」 
・「学びを生かす」では、学習したことを活用して、今後
の課題について考える活動が位置付けられている。 

【例】５・６年 Ｐ５３ 
・「病気の起こり方」では、かぜをひいたNの前日からの
行動を記した文章から原因を探り、整理した「病気の
起こり方」を参考にして、予防についての N に対する
アドバイスを考える活動が位置付けられている。 

 
■「学びに向かう力、人間性等」 
アスリート・社会に生きる人の話 

【例】５・６年 Ｐ８１ 
・保健師の仕事内容を紹介し、地域の人々の健康を守る
ための働きや思いについて記載されている。 

３・４年 ５・６年 合計 

０ １ １ 

１－（２） 
・保健学習内容の系
統性 

■マーク等での系統性の明記箇所 

体育「体ほぐし運動」明記あり 

 ３・４年 ５・６年 合計 

領域内での系統 ５ ９ １４ 
体育との系統 ０ １ １ 
他教科との系統 ４ ５ ９ 

■マーク等での系統性の明記箇所 

体育「体つくり運動」「体ほぐしの運動」明記あり 

 ３・４年 ５・６年 合計 

領域内での系統 １ ２ ３ 
体育との系統 ４ ３ ７ 
他教科との系統 １３ １５ ２８ 

１－（３） 
・主体的・対話的で深
い学びの視点から
の授業改善の工夫 

・主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、学習過程を
５つのまとまりに分けて構成している。 

【例】３・４年 Ｐ１７ 
・「体のせいけつ」では、「見つけよう（自分ごと）」で学習
が始まり、「生かそう（自分ごと）」につながるような学
習過程になっている。 

・主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、学習過程
を４つのまとまりに分けて構成している。 

【例】３・４年 Ｐ１８ 
・「体の清けつ」では、清潔な物を身に付ける理由を教科
書に直接書き込んでから、話し合ったり説明し合った
りする構成になっている。 

２－（１） 
・健康や安全を守る
地域の活動につい
ての特徴 

・「病気の予防」のＰ６２～６３では、健康を守る学校や地
域の活動について、多様な職業や取組をイラストや写真
などで紹介している。 
【１４種類】 

・「病気の予防」のＰ７８～８１では、健康を守る学校や
地域の活動について、多様な職業や取組をイラストや
写真などで紹介している。 
【３２種類】 

２－（２） 
・ＩＣＴを活用した
学習内容とその分
量 

・動画、シミュレーション、実験、ウェブサイトなど、デ
ジタルコンテンツが用意されている。 

■二次元コード数 

３年 ４年 ５年 ６年 合計 

６ ７ １５ １１ ３９ 
 

・動画、シミュレーション、実験、ウェブサイトなど、
デジタルコンテンツが用意されている。 

■二次元コード数 

３年 ４年 ５年 ６年 合計 

７ ７ １３ １１ ３８ 
 

２－（３） 
・人権や福祉に配慮
された工夫等 

・「さらに広げよう深めよう」では、作家やアスリートへの
インタビューや人との接し方などを掲載している。 

【例】５・６年 Ｐ１６～１９ 
・コミュニケーションのとり方や人との距離感のちがい
に関する具体例を紹介している。 

・単元末尾に、これまでに学習してきた内容に対するス
クールカウンセラーのアドバイスを掲載している。 

【例】５・６年 Ｐ２１～２３ 
・思春期の悩み、悩みへの対処や他者理解に対するアド
バイスを紹介している。 

３－（１） 
・教科書のページ数、
厚み、重量 
 

■内容別のページ数（総ページ数：９２） 

３年 けんこうな生活 １６ 

４年 体の発育と健康 １８ 

５年 
心の健康 １４ 

けがの防止 １８ 

６年 病気の予防 ２６ 

・重量 ３・４年 １３４ｇ  ５・６年 １９５ｇ 
・厚さ ３・４年  ２.５mm   ５・６年 ４mm 

■内容別のページ数（総ページ数：１２０） 

３年 健康な生活 ２０ 

４年 体の発育・発達 ２２ 

５年 
心の健康 １８ 

けがの防止 ２４ 

６年 病気の予防 ３６ 

・重量 ３・４年 １５１ｇ  ５・６年 ２５２ｇ 
・厚さ ３・４年  ３mm    ５・６年 ５mm 

３－（２） 
・児童が読みやすい
文字、配色、レイア
ウト等の配慮 

・文や資料が混同しないよう間に余白を設けたり、線を引
いたりしている。 

・項目によってフォントの大きさ・太さを変えている。 
・発達段階に応じて、文字の大きさを変えている。 

・色を多用せず、全体を通して統一した色を使用してい
る。 

・各単元のキーワードのフォントを大きくしている。 
・書体や文字の大きさは発達段階を考慮している。 

３－（３） 
・教科書の大きさや
巻頭、目次、巻末 

・目次にウェブコンテンツ（アドレス・二次元コード）の
記載がある。 

・巻頭には、教科書の使い方、保健を学ぶ意義についての
漫画、作家やスポーツ選手のインタビューが記載されて
いる。 

・巻頭には、教科書の使い方、地域や学校での保健の  
取組を紹介した写真などが６ページ記載されている。 

・巻末には、生活に生かしたい目標などを書くスペース
がある。 

 
 
 


